
　

歳
出
は
、
福
祉
や
健
康
づ
く
り
、

住
宅
復
興
支
援
な
ど
に
使
わ
れ
た

民
生
費
が　

億
５
７
６
万
３
８
２

10

円
（　

・　

㌫
）、
町
債
の
返
済
金

23

09

の
公
債
費
が
８
億
６
０
２
２
万
９

５
０
円
（　

・　

㌫
）、
広
域
行
政

19

75

や
情
報
処
理
、
全
般
的
な
管
理
事

務
や
選
挙
費
用
、
戸
籍
住
民
基
本

台
帳
費
な
ど
の
総
務
費
が
５
億
５

４
２
９
万
３
７
６
６
円
（　

・　
12

72

㌫
）、
健
診
や
介
護
、
環
境
衛
生
な

ど
の
衛
生
費
が
５
億
２
５
０
６
万

２
８
７
０
円
（　

・　

㌫
）
の
順

12

05

に
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
は
別
に
運
営
す
る

特
別
会
計
の
内
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
は
、
歳
入
歳
出
と
も
に

総
額
３
億
６
５
６
７
万
２
４
８
７

円
。　

歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象

75

に
医
療
給
付
を
行
う
老
人
保
健
特

別
会
計
は
、
歳
入
歳
出
と
も
に
総

額
７
億
３
３
４
６
万
９
７
３
３
円

に
な
り
ま
し
た
。

　

要
介
護
認
定
を
受
け
た
対
象
者

に
介
護
給
付
を
行
う
介
護
保
険
特

別
会
計
は
、
歳
入
総
額
４
億
４
２

４
６
万
４
３
３
１
円
、
歳
出
総
額

が
４
億
３
６
２
９
万
３
０
１
１
円

で
、
差
し
引
き
金
額
（
実
質
収
支
）

は
６
１
７
万
１
３
２
０
円
に
な
り

ま
し
た
。

　

簡
易
水
道
会
計
は
、
歳
入
総
額

１
億
４
９
８
６
万
４
１
９
２
円
、

歳
出
総
額
１
億
４
７
３
６
万
４
１

９
２
円
で
差
し
引
き（
実
質
収
支
）

は
２
５
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、

歳
入
歳
出
と
も
に
総
額
３
億
８
５

１
９
万
２
５
円
。
農
業
集
落
排
水

特
別
会
計
は
、
歳
入
歳
出
と
も
に

総
額
２
億
９
２
４
万
１
７
４
３
円

に
な
り
ま
し
た
。

8広報ひの

福
祉
や
住
宅
復
興
の

　

民
生
費
が　

億
６
百
万

10

６
つ
の
特
別
会
計

　

そ
れ
ぞ
れ
健
全
に
運
営

　

第
６
回
町
議
会
定
例
会
（
９
月
議
会
）
が
、
９
月　

日
か
ら　

日
ま
で

17

30

開
か
れ
、
町
情
報
公
開
条
例
の
一
部
改
正
、
平
成　

年
度
町
一
般
会
計
補

15

正
予
算
・
特
別
会
計
補
正
予
算
、
平
成　

年
度
町
歳
入
歳
出
決
算
認
定
な

14

ど　

議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

11

　

そ
の
結
果
、
平
成　

年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
１
億
１
４
５
３

15

万
３
千
円
を
追
加
し
、
総
額　

億
２
７
４
０
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

36

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
の
補
正
予
算
は
次
の
と
お
り
で
す
。

15

【
総
務
費
】

▽
震
災
復
興
記
念
事
業
＝
３
５
０
万
円
▽
合
併
対
策
事
業
＝
１
１
０
２

万
９
千
円
▽
電
子
自
治
体
推
進
事
業
＝
１
０
２
６
万
７
千
円

     平成１４年度一般会計主な事業を紹介

△

公共施設ネットワーク整備事業＝町公共施設を高速
ネットワーク化。町内情報化推進の基盤整備を図る。
　　　　　　　　　　　  　　    　　２４６万３,０００円

△

福祉のまちづくり計画＝公共施設のバリアフリー化
を図る。町公民館にエレベーター等を設置。
　　　　　　　　　　　 　　  　　１,７３３万５,９３５円△

災害復興支援補助事業＝鳥取県西部地震で被害を受
けた建物の建替・補修、石垣補修に補助。　　
　　　　　　　　　　　    　 　５億９８１万８,０００円

△

日野病院の運営支援　　  　２億７,４３７万６,９８３円

△

板井原地区用水施設整備＝板井原地区の用水施設を
整備。                                  　  　１,３７５万５,０００円

△

全県公園化推進事業＝国立公園に編入された宝仏山
登山道整備など　　　　　　  　    　２３４万２,５００円

△

公営住宅建設＝地震被災者向け公営住宅を建設。
　　　　　　　　　　　　　   　　８,０５１万８,１２７円

△
消防ポンプ自動車購入事業＝災害時に備え、消防ポ
ンプ車を１台購入。 　　　　　  　１,７０６万８,６５０円

△

菅福食文化伝承館新築＝地域の食文化とコミュニ
ティーづくりの施設として整備。
　　　　　　　　　　　　   　　　５,４５７万７,４９９円

△

農業用施設災害復旧事業＝農地の災害復旧。従前の
農作物の作付け体系の確保を図る。
　　　　　　　　　　　　　   　　４,１４４万６,９００円

△

町債償還元金＝財政の安定等を図るため、発行した
町債の元金の償還。（県市町村貸付金２億 1,800 万円
の繰上げ償還を含む） 　        ７億１,２３８万９,７２８円

※決算書と説明資料は、図書館または黒坂支所で見る
ことができます。

  
第
６
回
町
議
会
定
例
会　

９
月
議
会

一
般
会
計　

１
億
１
４
５
３
万
３
千
円
追
加

　
　

総
額　
　

億
２
７
４
０
万
１
千
円
に
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億円 歳出総額と町債・基金現在高の推移

町債現在高

基金現在高

歳出総額
H12 年度以降は復興予算を含む


